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Abstract

The particle-size distribution and the content of calcium carbonate of 47
surface bottom sediment samples collected from the northern part of Goto-nada

Sea by the Geological Survey of Japan on September, 1976 were examined. The

bottom sediments of this area were classified into three main sediment types acc-
ording to the grain-size distribution.

Type V sediment are definitely coarse-grained gravely sand with the high

content of calcium carbonate. This sediment type distributes mainly on the

Sakito-Hirashima Ridge. The accumulation of rich organic shell fragments in

this area is apparently due to the warm current generated by the inflow of the

branch of the Tsushima Current.

The sandy sediment defined as sediment type II a is consisted of moderately
sorted coarse-grained sand with negative skewness and distributes in the narrow

belt along the southern margin of the area of the sediment type V . The
sediment type II is defined by well sorted fine-grained sand and covers on the

offshore deep sea floor.

＊本研究は，昭和52～54年度，文部省科学研究費（一般研究B－248029）「西日本周辺大陸棚の堆積物
とベントスの定量的研究」の一部をなすものである。
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The bottom sediment samples were also examined by the Q-mode cluster

analysis and classified into eight groups. The relationship between the sediment

types and the cluster groups is well correponding each other.

は　　じ　　め　　に

九州北西部海域においては，対馬暖流の影響下におかれたごく浅い場所の沿岸堆積物が

著しく石灰質生物遺骸を含有し，そのため炭酸カルシウム量が高い値を示すことが知られ

ている。これまで筆者等が調査した男女群島周辺（鎌田他，1975），福江島富江湾（鎌田

・近藤，1982），壱岐島婦娩瀬戸（鎌田，1977）などの底質は，その多くがCaCO3量が

70～80％以上をもつ　tt貝殻砂”によって構成されている。

五島灘北部においても，とくに北部から北西部にかけての水深50m以浅に80％以上の

CaC03の含有量をもつ粗粒堆積物の分布が知られている（有田他，1977）。この有田ら

の底質調査は，五島灘における建設用骨材の戚存状況を明らかにするために，昭和51年9

月に行われたものである。この底質調査は，双胴調査船「わかしお」（368t，芙蓉海洋

開発K．K．）を傭船して行われ，採泥にはスミス・マッキンタイヤ型グラブ採泥器を使

用している。調査員として，地質調査所より有田正史・木下泰正・小野寺公児・井内美郎

の諸氏が参加し，船上作業補助員として長崎大学教育学部地学教室の当時の学生の集村純

一・長　充功・木村法彦の3君が乗船した。採泥は7．2kmごとの南北測線上で，3．6km

ごとに実施され，測点はSt．1～51であるが，採泥不能の地点が4測点あるため，採取

試料は47点である。これらの試料は，地質調査所海洋地質部の御厚意で筆者らの研究のた

めに提供された。

本調査の採取底質試料の分析結果は，骨

材資源の立場からすでに公表されてはいる

が，同じ試料によって粒度分布の堆積学的

考察とCaCO3含有量の測定を試みたので

ここに報告する。

研究結果を述べるのに先立ち，この研究

のために貴重な底質試料を提供された地質

調査所有田正史氏に深く感謝の意を表した

い。また，五島灘の海況については水産庁

西海区水産研究所井上尚文技官，分析結果

の統計処理については本学部教育工学セン

ターの西岡幸一学士に御教示を頂いたので

厚くお礼を申し上げる。

Ⅰ　五島灘の概況

1．海底地形（第2図）

五島灘は東縁を九州本土側の西彼杵・野

母半島，西縁を五島列島によって限られ，

1290　　　　　　　　1300 131●E

第1図　長崎県五島灘位置図

Fig．1．Location of Goto－nada Sea，
Nagasaki Prefecture．
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第2図五島灘北部の海底地形および底質試料採取地点

Fig．2．Bottom　topography　and　location　of　sediment　samples　in　the

　　　northem　part　of　Goto－nada　Sea．

九州北西部において南に大きく開いた海湾である。五島灘の北部は，崎戸島より西方に五

島列島の中通島に向けて連なった大立島・江ノ島・平島や，その周辺部に点在する浅瀬群

によりなる崎戸一平島隆起帯（仮称）によって，海底地形的に縁どられている。この隆起

帯の北方には，東は平戸島，西は上五島の宇久島・野崎島によって限られる北に向って開

く湾入があり，五島灘とは区別される海域として志々伎灘がある。

　五島灘の大陸棚は，沿岸部において一40～一70mまでは比較的急な傾斜を示す海底地形

をもつ上，等深線の出入りがはげしく，陸上の谷に連続する多くの小規模な陸棚谷が発達

する。最も広い平坦な大陸棚は南束部の野母半島沖に拡がる長崎陸棚であり，最大幅員は

およそ50kmに及び，外縁は一130m付近に顕著にあらわれる。

　五島灘北部においては，一70m以深の等深線は殆んど東西に延び，海底は比較的ゆるや

かな傾斜面を示す。しかし，一60m以浅の等深線は著しく湾入をあらわし，とくに東側の

崎戸島と大蕃島沖に南北に延びる崎戸沖陸棚谷（新称）や，西側の中通島と平島・相ノ島

との間の相崎瀬戸の陸棚谷が著しい。また大立島と江ノ島との間にも浅い陸棚谷が認めら

れる。また，島の周囲の等深線は一20～一30mまでは間隔が狭く，比較的急傾斜をなして

いることが知られる。

　このような状態は五島灘に隣接した野母半島と島原半島に囲まれる千々石湾（橘湾）の

海底地形にも顕著にあらわれており，八郎川に続く野母半島ぞいの沈水谷の末端が一60m

等深線付近で消滅している（鎌田他，1973）。これらの陸棚上の谷は，更新世における海

水準低下時の陸上の侵食によって形成された谷地形が沈水したものである。等深線分布か

ら推定される海峡や沈水谷の形成順序は，1）崎戸島一大立島間（崎戸沖陸棚谷）’，2）

中通島一平島間（相崎瀬戸），3）江ノ島一大立島間，4）その他の海峡とされている
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第3図五島灘北部の海底堆積物の中央粒径値（Mdφ）

Fig。3．Contour　map　of　median　diameter　of　bottom　sediment　samples
　　　in　phi　unit　in　the　northern　part　of　Goto－nada　Sea．

（有田他，1977）。

2．海　　況

　五島灘の海況については，最近，井上（1981）によって集約されているので，それに従

って略述する。男女群島で対馬暖流から派生された分枝流の主流は，福江島の南西から五

島灘の大陸棚に沿って時計廻りの環流を形成，野母半島沖から天草灘を通り，甑島近海を

経て薩南沿岸に達している。この流れは中層以深では周年定常的に形成されているが，変

動の複雑な流況を示すのは表層水であり，11～4月までは右旋環流，5～10月下旬までは

左旋環流を形成している。また，梅雨明け後に有明海から吐き出される低塩分水が橘湾か

ら五島灘に張り出し，二重潮が発生することがある。

1【　粒度組成とその分布

　五島灘北部海域より採取された46測点の底質試料は，砂質部は箭分法，泥質部はピペッ

ト法によって粒度分析を行った。また，約発の試料については5％H：C1を用いて炭酸

カルシウム分を溶解・除去した後，鯖分法による粒度分析を行った。それぞれの分析結

果は，電算機により諸統計値の算出，クラスター分析，およびX－Yプロッターによる

粒度分布の頻度分布曲線の作図を試みた。これらの処理は，長崎大学情報処理センター

FACOM　M－18011ADを使用した。
1。中央粒径値（Md）

　五島灘北部の46地点より採取された底質試料における中央粒径値Mdの範囲は，一1．82
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～3．07φであり，大部分が砂質堆積物であ

るが，一部は礫質である。Mdφの試料数

の頻度分布をとると，2～3φの細粒砂が

最も多く（19個），次いでO～1φの粗粒

砂が多い（ll個）。最も粗粒な礫質堆積物

（O～一1φ）は，崎戸一平島隆起帯上に

分布するが，東側の崎戸島沖や大立島周辺

と西彼杵半島寄りの松島付近，西側の江ノ

島・平島・相ノ島周辺部にそれぞれ分離し

ている。1φの等値線はほぽ一50m等深線

にそって東西に延びている。2φの等値線

は1φのそれに接近していて東西に延びて

いるが，この線以南は2φ以上の細粒堆積

物（細粒砂）の広い分布が認められる（第

3図）。

　1φより小さい値の粗粒堆積物が，海底

地形の複雑な海底水道（陸棚谷）や礁およ

び島の周辺部に分布することは，海流・潮

流の影響を強く受けているための細粒物質

の流出と，岩礁性の石灰質ベントスの遺骸

が豊富に堆積していることなどが考えられ

る。

　　　　　　　Mdφ
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第4図

Fig。4．

　中央粒径値（Mdφ）の変化と水

深との関係

　Variation　of　median　diameter
with　depth　of　water　at　samp－

1ing　stations．

　底質試料を採取した調査測点の水深は一28mから一85mに及ぶ範囲である。Mdφに

対する水深は大よその傾向として深度を増すにつれて粒径を減じている。かなりのばら

つきはあるものの，Mdφが最も大きい値（一1。82φ）の測点st．45が最も浅く（28．Om），

最も小さい値（2．94φ）の測点st。38が最も深く（85．Om）なっている。Mdφと水深と

の間にはこの様に弱い相関関係があり，相関係数rは一〇．63を示す（第4図）。

皿　堆積物型の区分と分布

　堆積物型の区分の基本的な識

別はINMAN　an（1CHAMBERLA－

IN（1955）によって提唱された

ものを筆者等は九州沿岸域の浅

海性堆積物の細分にしばしば

用いてきた。INMANらの堆積

物型のモデルは，アメリカの

Califomia州のLa　Jolla沿岸

域，Texas州のRockport地

域およびMississipPiDelta地

域としている。

第1表

Table1．

　各堆積物型における中央粒径値，分級度，
対称度の平均値と範囲
　The　mean　and　range　values　of　the
median　diameter，sorting　（σφ）and
skewneSS（αφ）．

堆積物型
（試料数）

V型
（11）

na型
（12）

∬型
（23）

中央粒径値

　Mdφ

　一〇．57

－1。82～0．31

　0。57

0．10～1．21

　2．49

1．73～3．07

分級度
　σφ

　1．64

0．91～2．34

　1．19

0．71～2．20

　0．91

0．54～1．70

対称度
　αφ

　　0．07
－0．14～0．28

　一〇．13

－0．38～0．05

　一〇．01

－0．27～0．45
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　五島灘北部地域においては既述のように

底質試料の大部分は砂質～礫質であるた

め，INMANらのモデル地域としてはLa
Jolla沿岸域のものが最も適用しやすい。

　五島灘北部の底質試料の粒度分布図（第

5図）からおよそ3つの群集が識別でき

る。中央粒径値Mdφが2～3の群集は，

中にはきわめて分級のよい試料も含まれ，

対称度は正規分布を示す0をはさんで正と

負の両方に拡がる。これらは，INMANら

によるshelf　sandの且型としたものに類

似する。水平的分布は概して本地域におけ

る南部の50m以深に広く分布する。

　次の群集は，Mdφが0～1付近にあっ

て，分布は分級度σφが中程度を示すもの

で，対称度αφが負の方に優勢であり，

丑a型とする。この型はn型と次の礫質で

石灰質生物遺骸に富んだV型に移行する漸

移型といえる。水平的分布においてもその

漸移的な性質が表現されている。

　Mdφが0より小さい粗粒砂～礫質砂よ

りなる群集はV型として識別され，分級も
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Fig．5．

五島灘北部の海底堆積物の粒度分

布と堆積物型の区分
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第6図五島灘北部における堆積物型の分布

Fig．6．Areal　distribution　of　bottom　sediment　types　in　the　northern

　　　part　of　Goto－nada　Sea．
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不良であり，対称度は正の方に移る。水平分布では，島や礁の周辺に分布する。このV型

は崎戸一平島隆起帯上の堆積物を特徴づけるものであるが，その分布は，大立島一江ノ島

間の浅い海底水道により東側と西側に分離されている。

　各堆積物型の中央粒径値，分級度，対称度のそれぞれの平均値と範囲は第1表に示す。

IV　クラスター分析による堆積物の分類

　統計的分類法の代表的な1つであるクラスター分析法は，多くの変量を持つ物を適当な

類似度指数を用いて，お互いによく似た物の集団に分類する方法である。堆積物試料の粒

度組成において，各粒径区分の頻度値（彩）は全て定量的で次元が同一であるため，試

料間の類似度より群分けを行うクラスター分析を行うのに適したデータである。こ

の分析法を用いる利点は，分類が試料の各粒径の頻度値を全て用いて行われることで

あると考えられる。各試料の頻度値は，O．5φおきに礫（一3．0～1．Oφ）では5個，砂

（一〇．5～40φ）では10個，泥
　　　　　　　　　　　　　　BoTToM　sEDIMENT　　　　　CORRELATlON　COEFFICIENT
（4φ以下）では！個で構成され　　TYpEs　loo　　α80　0。oo　o．40　　020　　0　　、020

ている。クラスター分析の計算

は，DAVls（1973）のプログラ

ムを用いて行った。

　クラスター分析の結果を示す

デンドログラムにおいて，試料

間の類似度を相関係数O．70で切

った場合，識別される集団は8

群である。各群の名称は，それ

ぞれのMdφの平均値が最小の

ものより大きくなる順にA，

B，C……H群と名付けられて
いる。それぞれの群の特徴は，

水深，CaCO3量，粒度組成値
の平均値（第2表）や粒径頻度

分布曲線（第8図）に示されて

いる。

　A群：46試料中で最も粗粒な

礫質砂（st．18，42）および礫

（st．45）であり，Mdφは一1．82

～1．05の範囲である。なかでも

相ノ島北方にあるst．45底質

試料は最も粗く，主に石灰質生

物遺骸と岩片により構成され，

礫の量は85．36％に達する。礫
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　τ7
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　　　　　　0．70
第7図　クラスター分析の結果と堆積物型との関係

Fig．7．Dendrogram　of　Q－mode　c】uster　ana】ysis

　　　with　correlation　coefficient　of　frequency

　　　data　and　phi　values．　The　relationship
　　　each　cluster　and　sediment　types　are　shown．
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Flg. 8. Frequency distribution curves of the grain size of the bottom 

surface sediments of northern Goto-nada Sea. Each groups 
defined by cluster analysis. 
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　第2表クラスター分析により区分されたA，B一・H群の試料における水深，CaCO3量，
　　　粒度組成値の平均値

Table2．The　mean　values　of　the　depth，calcium　carbonate　and　grain　size

　　　parameter．Each　groups　defined　by　cluster　analysis．

Group
（試料数）

A（3）

B（6）

C（1）

D（1）

E（6）

F（6）

G（12）

H（ll）

Depth

　m

38

52

65

59

40

55

55

71

CaCO3
content
　％

Mdφ

90．57

65。22

58．30

94．751

60．51

63．30

55．65

58．88

一1．35

－0．32

－0．21

－0．12

0．32

0．83

2．20

2．80

IN1〉【AN，　1952

σφ αφ

1．32

1．60、

2．34

2．08

1．02

137
0．81

1．02

0．02

0．09

0．28

－0．17

－0．07

－O．19

－0．05

0．04

Gravel－Sand－Mud％

Grave1

63．61

33。19

36．57

38．77

11．49

13．39

0．81

1．44

iSand

34．63

63．08

53．85

57．63

87．56

83．67

92．64

85．19

1Mud

1．75

3．73

9．58

3．60

0．95

2．94

6．55

13．37

Name　of

Se（1iment

Sandy　Gravel

Gravely　Sand
Gravely　San（1

Gravely　Sand

　Sand
　Sal1（1

　San（1

　San（1

の岩石は砂岩，凝灰岩などである。また，分級度は0．91である。

　B群：この群に含まれる6試料は全て礫質砂であり，Mdφは一〇．73～O。31である。こ

れらの試料は，Mdφが一1～0の間にモードを示している。st．3，45，48の試料では，

このモードと離れて，Mdφが3の位置に小さな山が見られる。

　C群：Mdφが一〇．21の礫質砂であるst．7だけが含まれる。頻度分布においてMdφが

一1．5および2．5の位置に山を示す双峰型である。分級度（σφ）は2．34であり最も分級が

不良である。

　D群：st，51の試料のみが含まれる。頻度分布においてMdφが一2。5およびL5などの

位置に山をもつ多峰型である。

　E群：6地点の試料が含まれ，MdφはO．10～0．57の範囲にあって，頻度分布はMdφ

が1の付近にモードをもつ単峰型である。分級度は0．71～L43，対称度は一〇。20～O．02

でありいずれも比較的まとまった範囲に集っている。含泥量の平均値は0。95疹であり，

A，B…H群中では最も低い。

　F群：6地点の試料が含まれ，Mdφは1．21～O．32である。頻度分布においてMdφが

1～2の間にモードが見られるが，粗粒部に小さな山をもち双峰型を示している。全体的

に分級度はO．85～2．20と比較的悪く，対称度は一〇。38～0，05を示している。これらの値

は，他の群の値と比較して変化の範囲が大きくなっている。

　G群：12地点の試料が含まれ，Mdφは1．73～2、46である。分級度は平均値でO。81とな

っている。頻度分布は分級が良好な単峰型を示している。しかし，st。4，10の試料にあ

っては，それぞれ1．14，1．65の比較的悪い分級度をもっている。12試料の含礫量の平均値

0．81彩は8群中で最も低い値である。

　H群：11地点の試料が含まれる。Mdφが2．66～3．27の細粒砂である。頻度分布におい

ては尖度の高い単峰型を示している。含泥量の平均値13．37％は，8個の群のなかで最も

大きい値である。

　第8図に示す頻度分布図において，全ての試料について共通的な山や谷の位置をRモー

ドクラスター分析により確かめることができた。共通的な山は一3。O～LOφおよび2，0～
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第9図五島灘北部におけるクラスター分析により区分されたA，B……H群の分布

Fig．g．　Areal　distribution　of　the　cluster　groups　in　the　northem　part　of

　　　Goto－nada　Sea．

4．0φの位置に多く認められ，共通的な谷は，1．5φ付近に認められる。

　クラスター分析による堆積物試料の分類と粒度分布図より識別される堆積物型による試

料の区分がきわめてよく対応する例はすでに知られている（鎌田，1977）。本論において

も前述した3つの堆積物型がクラスター分析によるA，B……H群のいずれに一致するか

の検討を行った。その結果，V型はA，B，C，D群を，豆a型はE，F群を，豆型は

G，H群をそれぞれ含んでいる。この様に五島灘北部の海底堆積物においても，堆積物型

の区分がクラスター分析による群分けと極めてよく一致することが認められた。

　第9図は，各地点の試料のクラスター分析による群名を各地点に記入したものである。

それらが分布する特徴は次の通りである。

　A群：平島および崎戸島の南方の比較的浅い28～53m水深の地点にみられる。

　B群二A群と同様に比較的沿岸部に近い水深40～73mの場所にみられる。そのなかの

st．40，48の地点は海底地形の勾配が急に大きくなる地域に位置し，それらの試料の頻度

分布は一1～Oφの間に主要な山を示すほかに，3φ付近の位置にも小さな山を示してい

る。

　C群：池島南方のst．7の試料のみである。その地点は，池島の南方へ南より入り込ん

だ海底谷内に位置している。試料の頻度分布は双峰型を示している。

　D群：中通島の沖合にあるst．51の試料のみである。この地点は北東方向に延びる海

底谷内に位置している。

　E群：調査地域の中央部近くの水深40～50mの地域の地点に認められる。このほか平島

や西彼杵半島の沿岸に近い地点にも見られる。

　F群：この群の試料は分級が悪く，粗粒部での歪みが大きい特徴をもつが，分布は江ノ
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　第IO図　五島灘北部の海底堆積物中の炭酸カルシウム量の分布

Fig．IO．　Distribution　of　calcium　carbonate　content

　　　in　the　northern　part　of　Goto－nada　Sea．

島と大立島闇の海峡部および松島と池島間の海峡部に限られている。それ故，これらの粒

度組成は海峡域の海況により特徴づけられたことを示している。

　G群：この群はMdφが2付近の値を持ち，分級の良好な単峰型の頻度分布を示す。松

島の西方地域において，広く分布している。また，中通島の東方にも分布がみられる。こ

の群のなかでも分級がやや悪いst．10の試料は，大墓島の近くにみられる。

　H群：この群に含められる11地点の試料中で，10地点の試料は調査海域中央部の水深65

～85mである比較的ゆるやかな傾斜面をなす海底に分布している。他の1地点st．17は

寺崎水道内の水深49mの地点の試料である。

V　堆積物中の炭酸塩含有量（CaCO3量）

　本研究における炭酸塩含有量は，堆積物試料を5彩にHC1で処理して減量した重さを

HCI処理前の重さに対する百分率（％）で示したものをいう。底質試料中の炭酸塩類は，

主としてフジツボ，二枚貝，巻貝，コケ虫，有孔虫などの石灰質生物遺骸に由来するもの

である。本調査地域内においては，五島灘海域における海底砂利賦存状況調査の報告書に

よると，露岩および礫質帯の外縁にフジッボ粗粒砂帯が水深約50mまで分布し，水深50m

を越え粒径が細かな海底の堆積物では，小さな貝殼，有孔虫，コケ虫などの石灰質生物遺

骸が主構成分となっている（有田他，1679）。

　CaCO3量の測定を行った結果，47個の底質試料のCaCO3量は平均61．9彩である。そ

の含有量が90彩を越える試料はst．4，19，42，43，46，51の地点より採取されている。

　クラスター分析により区分された群，あるいはV，Ea，豆型の堆積物型における
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CaCO3量の平均値は第2，3表に示してい

る。それらの表より，底質試料中のCaCO3量

は，浅海の粗粒な堆積物の群において高い傾向

を示しているようである。しかし，46地点の底

質試料のMdφとCaCO3量の間の相関係数は

一〇．33，水深とCaCO3量の間の相関係数は

0．32であり，いずれも低い値である。

　底質試料中のCaCO3量の分布状況は第10図

に示している。中通島沿いと崎戸一平島隆起帯

上にはCaCO3量が80彩を越える帯状分布があ

る。90％以上のCaCO3量を示す試料は，st．

18，19，42，43，46，51より得られたものであ

る。CaCO3量の高い帯状分布域から南部のも

っと深い地域に向けてその含有量は小さくな

第3表　各堆積物型における水深，

　　CaCO3量の平均値と範囲
Table3．　The　mean　and　range
　　　values　　of　　the　　（iepth

　　　and　calcium　carbonate
　　　content．

堆積物型
（試料数）

V型
（11）

Ha型
（12）

豆型
（23）

水

m
深

　50．0

28．0～73．0

　47．4

28．O～70．0

　62．9

37．0～85．0

CaCO3量
　彩

　74．18
21．85～96．86

　61．91
12．32～93．48

　57．19
18．29～86．96

り，40彩以下を示している。なかでも，st．40の試料は21。85％である。しかし，その東

の海底にはCaCO3量が再び大きくなり，60％を越える底質が広く分布している。

W　炭酸塩除去による粒度組成の変化

　本地域の堆積物試料の粒度組成は，試料中に含まれる石灰質生物遺骸の量が一般に大き

い場合には，それの粒度組成を強く反映していると考えられる。また，鉱物粒子と石灰質

粒子が同時に運搬された場合には，その比重差によって鉱物粒子よりも石灰質粒子の粒径

が大きくなると考えられている（有田他，1977）ので，堆積物試料の無機粒子の部分と石

灰質粒子の部分の粒度組成はそれぞれ異なっていると考えられる。本論では粒度組成の頻

度分布が双峰型である試料，一2～0φに山をもつ試料，単峰型の頻度分布である試料，

残存性堆積物と考えられる試料を選び出し，HC1処理後の残渣試料の粒度分析を行っ

た。粒度分析を行った試料は16個である。st。34を除く15地点の試料はX－Yプロッタ

ーによりHC1処理前後の頻度分布を作図した（第11図）。なお，残渣試料の頻度分布

は，残渣量の割合を乗じた後の値を用いて描いている。

　1．双峰型の頻度分布を示す試料

　これらにはst．3，4，7，11，30，48の試料が含まれる。st．3，7の残澄試料で

は，もとの試料にみられる一2～0φの高い山は低く，逆に3φ付近にみられる山が高い

双峰型の頻度分布となる。st．4の残澄試料は3φの位置にモードのある単峰型の頻度分

布となる。同様にst．30の残渣試料は2φの位置にモードがある単峰型を示す。st．ll

の残渣試料は，HC1処理の前後ともよく似た双方型の頻度分布を示す。st。48の残渣試料

はもとの試料に見られる3φ付近の山が消滅し，一1φにモードがある単峰型となってい

る。

　2．　一2～0φに頻度分布の山をもつ試料

　これらにはst．3，5，7，21，45，48の試料が含まれる。st．5，21，45の残渣試料
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の頻度分布は一1～Oφに山が見られず，この粒径範囲の粒子の大部分は石灰質生物遺骸

であると判断される。st．3，7，48の残渣試料ではもとの試料の一2～oφの山は低く

なるが残っている。
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　第11図　HC1処理前後の試料の粒径頻度分布曲線．CaCO3を除いた試料は頻度分布の低い
　　　　曲線である（横軸：Mdφ）。

Fig．1L　Frequency　disitribution　curves　of　the　grain　size　of　the　se（1iment　samples．

　　　　Carbonate　free　sample　reveal　the　lower　frequency　distribution　curve　in

　　　　each　sediment　sample．
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　3，単峰型の頻度分布を示す試料

　これらにはst．8，一14，22，34，35，36，

37の試料が含まれる。これらの残渣試料の

粒度組成はMdφの値が大きくなる傾向が

共通して認められるので，もとの試料の粗

粒な部分は石灰質生物遺骸に富んでいると

考えられる。

　4．残存性堆積物と考えられる試料

　46試料より選び出したst．21，22，30，

34の試料は，主な鉱物粒子が花闇岩起源と

考えられる石英粒子であり，褐色に着色さ

れているので残存性堆積物であると考えら

れるものである。st．21の残渣試料では頻

度分布はもとの試料と大きく異なり，一1

～0φの山がなくなり2．5φの位置に山が

ある。ほかの3地点の残渣試料のMdφは

処理前の値よりやや大きくなるが，頻度分

布の型に大きな違いはない。

　HC1処理によりCaCO3を除去した16
個の試料の粒度組成から中央粒径値，分級

度，対称度を算出し，EC1処理前の値と

比較を行った。第12図は，それらの試料の

、○・
と

叫
ロ
コ
壌◆’

望◆，1

鴇
睾
缶’」

誘．．2

王
o，甲．3

　一．4

　　　　団EDIAN　DIA鰯ETER　INmm

84Z1．5，25，，25。0525

5　v⑫ ら五

o
　10

（　48
『襲

27　　1

ん

一一一奄
㎡　3
彗
の
話
Σ

　2Z
oF
ま

蕾

差ピ
0

5

V箋。綴

第12図

Fig．12

一3　　　－2　　　　－1　　　　0　　　　1　　　　2　　　　3　　　　る

　　　鮒εD仏NDIAM町ER旧PHIU闘ITS，鵬〆

　　底質試料の炭酸カルシウム除去に

　　よる粒度分布の変化

　　　Size　distribution　diagram
　　of　carbonate　free　sediment
　　samp】es。

粒度分布の変化を示す図である。高いCaCO3量であるV型の粗粒な底質試料では，Mdφ

の値が大きく変化する。残存性の鉱物粒子と考えられる褐色の石英粒子を含むst．21，

22，30，34の残渣試料は，ほぼIla型のある範囲内に集中する様な傾向がある。16個の

残澄試料のMdφ値は，一般に大きくなる傾向が認められる（第12図）。

あ　　と　が　　き

　五島灘北部海域における崎戸一平島隆起帯とその南部において採取した47測点の底質試

料について，粒度分析と炭酸カルシウム測定によって，この地域の海底堆積物の特徴を把

握した。結果的には中央粒径値Mdφ，堆積物型，CaCO3量などの分布図により堆積物の

地域的特徴を表現した。

　最近（1980～781），西海区水産研究所（長崎市）所属の陽光丸（500t）によって，五

島灘全域にわたって5’刻みの経・緯度線の交点を測点とする107地点の試料を採取して

いる。これらの底質試料の分析結果の解析により五島灘の堆積物の特徴がこれまでより一

層明確にされることになろう。その時には，今回行った五島灘北部海域の底質試料の分析

結果をも含めて総合化し，考察を加えることをしたい。
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